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は じ め に 

  

１ 地区の概要 

吉見地区は、市島地域の中央部に位置し、国道 175 号線、竹田川と JR 福知山線

が南北に縦断しており、当地域の日常生活圏の中核として形成されてきました。緑

と水が美しい豊かな自然に恵まれ、古くからの文化と伝統が息づいている地区でも

あります。 

東部高台には三ツ塚廃寺跡があり、史跡公園として国の指定を受けています。当

公園にはその当時の丹波市婦人会の主宰による福祉梅林と花しょうぶ園があり、季

節の訪れとともに花が咲き誇っています。また、当公園を主会場として、5 月には

丹波市三ツ塚マラソン大会が、6 月には市島町三ツ塚花しょうぶまつりが催されて

います。 隣接して鹿集城址があり、今は丹波市立市島中学校となっています。 

西部高台には恵比須神社があり、1 月９・10 日の例祭では幸や福を求める参拝

者で賑わっています。7 月２９日には竹田川で川裾祭が催され、市民の花火とレー

ザービームが夜空を彩っています。 

また、各集落には鎮守の森があり季節ごとの祭事が行われ、地名や字名からもい

にしえの跡を偲ばせるものがあります。 

当地区は、昭和 30 年の町村合併以前から、“相互扶助”の精神を尊重し、各集落

を核にして地域づくりに取り組んできました。また、合併によって吉見村が解村し

たことにより吉見地区自治振興会を組織し、地区を上げてさまざまな行政課題に取

り組んできた歴史もあります。 

 その気風は、今も少なからず残っています。吉見地区自治振興会のもと、梶原、

上田、市島、藤野、上垣及び北岡本の６自治会が連携・協力して、地域づくりの基

盤となる「健康」、「環境」及び「教育」等に関する取組を推進し、ともに助け合う

地域コミュニティの構築に努めています。 

 

２ 地域づくり計画の策定にあたって 

  吉見地区では、これまでから地区を上げて住みよい地域づくりに取り組んできま

した。  
しかしながら、人口の減少と少子・高齢化が進んでおり、このことに伴って、地

域の不活性化が懸念されるなどのさまざまな課題が生じています。 

また、社会基盤の整備が進むなかで生活が便利になってきたこともあり、住民の

意識変化もうかがえます。住民間のコミュニケーションの希薄化が、地域づくりへ

の参画意識に影響を与えていることが懸念されます。  
 これらのことを少しでも克服しながら、今までの取組の成果を継承・発展させる

ため、今後の地域づくりの方向性を示す指針として、この計画を策定しました。  
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全体的な将来像  
 

１ 基本理念  
 

 
 
 

 
 

これまでから、吉見地区では“相互扶助”の精神の下、住みよい地域づくりに取

り組んできました。 

今回の地域づくり計画では、この精神を引き継ぎ、さらにその取組を推し進めま

す。地区住民がお互いに助け合い、みんなで力を出し合って、誰もが住みよいと感

じられる、みんなの“よしみ”づくりを目標とします。 

住民一人一人が日常生活の中で潤いを感じ、いきいきと輝いて活動し、このこと

が地域の活性化を促し、輝きのある地域になることを願っています。 

 

２ 地域づくりの進め方の基本的な考え方 

 ① 地区内の自治会や各種団体の自主的な取組を尊重するとともに、相互の連携・

協力関係を構築し、地区としての一体感を保ちながら進めます。 

 ② これまでから地域コミュニティが培ってきた、“共助の力”を大切にします。 

 ③ 住みよい地域づくりのための課題については継続的に取り組むこととし、この

ために必要となる人材の育成に努めます。 

 

  

地域づくり計画の内容 

 

１ 地区の現状と課題 

前述のように、吉見地区ではこれまでから“相互扶助”の精神の下、各集落を核

にして地域づくりに取り組んできました。また、さまざまな行政課題にも地区を上

げて取り組んできました。その気風は、今も少なからず残っています。 

しかしながら、時代の流れとともに新たな課題が生じており、住民の意識変化も

うかがわれるようになってきました。  
吉見村が解村する直前の昭和 29 年の地区人口は 2,455 人でしたが、平成 27

年には 2,074 人となり、約 60 年間で約 16%減少しています。また、小学校児童

数は 329 人から 93 人(約 28%)に減少しています。しかしながら、丹波市の推計

によれば、20 年後の人口は 1,702 人になり、今よりも約 18%減少すると見込ま

み ん な で 支 え あ い  み ん な で つ く る 

住 み よ い み ん な の “ よ し み ” 
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れています。同様に、小中学生数は 23４人から 218 人(約 7%)に減少すると見込

まれています。このような人口の減少傾向は、住民の意識変化と相まって、地区の

活力を保持し、地域づくりを推進していく上で阻害要因となっていることが懸念さ

れます。 

しかし、時や場所を超えて、“住みよい地域”は住民が願いとするところです。こ

のためには、近年の自然災害や生活環境の変化に即した安全・安心の確保、美しい

環境の保全、健康や福祉の増進、伝統文化の継承と教育の充実、地区活力の向上等

は、地域コミュニティを保持する上でも、避けて通れない課題となります。 

また、これらの課題に積極的に取り組んでいくためには、自治振興会、自治会及

び各種団体の機能の充実と相互間の連携･協力を必要とし、将来にわたって中核と

なって活動できる人材の育成も大きな課題となります。 

さらには、大きな行政課題として、元吉見こども園の跡地の処理があります。住

民の篤志によってできたこども園であり、新たな活用法を検討し、実行に移してい

かなければなりません。 
同様に、児童数の減少に伴って小規模化傾向にある市島地域内小学校の教育の在

り方について、現状を分析し、将来像を検討していかなければなりません。  
 
 
２ 取組のテーマ 

 (1) 安全・安心な地域づくり 

  ① 防災センター機能の充実を図ります。 

  ② 防犯活動に取り組みます。 

(2) 美しい地域づくり 

  ① ごみの不法投棄の防止、花づくりなどの環境美化活動に取り組みます。 

(3) 心豊かな地域づくり 

  ① 高齢者福祉を支援します。 

  ② 次世代を担う子どもの育成に努めます。 

  ③ 伝統文化の継承や教育講演会・学習会の実施に努めます。 

(4) 元気な地域づくり 

  ① 健康・体力づくりに努めます。 

  ② 地域の活力を生み出す事業や施策を実施します。 

  ③ 自治振興会や自治会の機能の充実を図ります。 

 (5) 特別課題 

    ① 地域の活力を生み出す事業や施策を通して、地域づくりの中核となる人づく

りに努めます。 

  ② 元吉見こども園の園地と園舎の活用を検討し、実行に移します。  
   ③ 地域における小学校教育の在り方について検討します。   
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３ 主な取組内容  
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４ 地域づくり計画の期間 

 (1) この計画は、前回の計画期間(平成 24 年度～平成 27 年度)に引き続き、おお

むね 10 年後の吉見地区の将来像を見据えながら進めることとします。 

(2) この計画の内容の多くは、期間を通じて継続的に取り組まなければならないも

のです。 

 (3) この計画は、社会情勢の変化や住民要望に柔軟に対応することも必要であり、

期間中途での変更もありうるものとします。 

(４) この計画の中で、元吉見こども園跡地の活用についての検討と実施、地域にお

ける教育の在り方の検討については、早期に対応する必要があります。 
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お わ り に 
 
  今回の地域づくり計画の策定にあたっては、これまで自治振興会に置いていた諸問

題検討部会の中に新たに「地域づくり検討部会」を設け、地区内自治会の代表である

自治振興会理事で協議・検討してきました。 

 

 ここでは、今まで地区全体や自治会内などで行ってきた取組の一つ一つを取り上げ

ながら、住みよい地域づくりのため、さらに積極的に行う必要がある取組や新たに必

要とする取組を洗い出しました。これらのさまざまな取組を分類し、体系的にとりま

とめてテーマを設定しました。そして、各テーマに沿って取組を進めていく上で、求

める吉見地区の将来像「みんなで支えあい みんなでつくる 住みよいみんなの“よ

しみ”」を地域づくりの理念とし、「人が輝き 地域が輝く」を地域づくりのスローガン

としました。  
 
 計画策定の過程で常に話題となったのが、地区の「沈滞ムード」の打破であり、そ

のために、中核となって活動できる「人材」の育成でした。地区のムードを高める手

立ての一つとして、「市島町三ツ塚花しょうぶまつり」や「堤防まつり」を継続的に開

催することが必要であり、まずはこれらのイベントを通して「人材」の育成を図るこ

とが有効であるとの認識で一致しました。  
 
 地域づくりの主役は、そこに住んでいる住民の一人一人です。たとえ、一人ではむ

ずかしくても、ともに手を携えることで、できることはたくさんあります。「みんなで

支えあい みんなでつくる 住みよいみんなの“よしみ”」をつくるためには、ともに

助け合う「地域コミュニティ」の存在が大きな役割を果たすことになります。 

 
 この計画は、地域づくりのすべてを示しているものではありません。取組を進めて

いく上で、今後とも住民各層が意見や智恵を出し合い、この計画を補っていくことが

できれば、さらに素晴らしい地域づくりになるものと思います。  
 



 

 

かわいいこども園児の演技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(市島町三ツ塚花しょうぶまつり  三ツ塚史跡公園) 

 

 

 

 夜空を彩るレーザービーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(堤防まつり  竹田川河畔)
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